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中央経済のお役立ち情報

昨年は資格試験の中止・延期が相次ぎましたが、
受験者数はどう推移したのでしょうか。

　簿記の11月試験は感染防止の観点から受験者数を制限したため大幅に減少しました。

一方でＦＰの大幅な増加は5月試験が中止になった影響によるもので、今年の1月試験も

前年比24%増。宅建士は中止ではなく試験を2回に分ける措置をとったため大きな減少は

見られませんでした。ＦＰの人気の背景としては、FPは合格率が高く（＝それほど難関

ではない）、お金について学びたいというニーズの高まりが挙げられます。宅建士は平成

27年に「宅地建物取引士」と改称され士業になったこと、また宅建士しかできない業務

がある（＝業務独占資格）ことが考えられます。

　今年から簿記は従来の試験方式に加えネット試験が導入されたため受験者数は増加する

見込みで、FP・宅建士についても不動の人気資格であることは変わらなそうです。

―受験者数と今後の展望
で資格試験はどう変わった!?コロナ禍

・日商簿記試験３級（受験者数の制限あり）

2020年11月試験 → ６４，６５５人 前年比８１％

・FP３級（FP協会主催）

2020年９月試験 → ３１，２４７人（学科試験） 前年比１４０％

金融財政事情研究会主催の試験も前年比１２９％と大幅な伸びを見せました。

・宅建士（12月の追加試験との合算値）

2020年10月試験 → ２０４，２４７人 前年比９３％

・税理士→２６,６７３人（９０％） ・司法試験→３,７０３人（８３％）

・中小企業診断士→１１，７８５人（８０％） ・社労士→３４,８４５人（９１％）

・行政書士→４１,６８１人（１０５％） ・司法書士→１１,４９４人（８４％）

その他の主な試験の昨年受験者数（カッコ内は前年比）


